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s e m i n a rs e m i n a r

分裂酵母slrスクリーニングとその機能解析
分裂酵母Rad2はヒトFEN-1のホモログであり、岡崎フラグメントのプロセッシングに関与するフラップ構造特異的エンドヌクレアーゼ
である。以前に我々のグループは新規組換え修復因子の単離を目的として、このエンドヌクレアーゼ欠損が組換え修復欠損との二重変
異が致死になることを利用したslr（synthetically lethal with rad2）変異スクリーニングを行なった。これまでに、複数の新規遺伝子
を同定し、その多くは組換え修復に直接働くことが分かってきた。今回は、組換え修復に直接働くSlr5（Fbh1）および、組換え修復とは
異なり、DNA複製やクロマチン構造の維持に働くと考えられるSlr3（Mcl1）に関して最近得た知見を紹介したい。
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